






































































の第３節では、世界中で 3,000 を超える MF 機関（Microfinance Institutions：以下 MFIs）
が活動し、その内容も貯蓄や保険、送金といった多岐にわたること、実際に現地で活動す






















第３章では、前章と同様の目的の下、調査対象をカンボジアの AMK という MFIs に変更




ともこの章の狙いである。まず第 1 節で、カンボジアの MF 事情について紹介し、国民の
5.3%が融資を受けていること、活動する組織の多くが MFIs とそのサポートを行う団体で
あることを述べた。また、政府による MF の活動の管理や、MF 業界に流入する投資の多く
が中小企業向けローンとマイクロ向けローンの二つに分かれていることも、特徴の一つだ
と言えるだろう。第 2 節では、AMK や調査の概要を紹介した。調査対象はシェムリアプ遺
跡群近郊の村々に住む AMK 利用者で、エリアマネージャーからの紹介の下総計 134 名に
インタビューが可能であった。AMK は三種類のグループ貸付を提供しており、季節労働者
を対象とする”End of Term（以下 EOT）”、定期的な所得のある”Installment”、一度貸付










易に想像可能である。EOT 世帯は AMK からの借り入れによって最も生活に近い部分で影
響を如実に受けていると考えられる。第 4 節の女性のエンパワーメントに関する影響では、
第 3 章と同様に、女性の夢や希望、村の女性の変化について分析を行った。結果、AMK の
女性たちは、世帯内で資金を管理する存在として力を増していることが明らかになった。 
第４章の目的は、MF の新しい潮流を確認することである。特に第 1 節では、MF が昨今
さらされている商業化とそれに対する批判を紹介した。用いられた先行研究は主に
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題であり、その解決策としてとして MF が存在しうるのである。 
MF がグラミンバンク（Grameen Bank：以下 GB）によって日の目を見てから、30 年
が経とうとしている。この間 MF は開発政策の花形へと昇りつめ、そして今、収奪者とし
て数々の非難を浴びている。人々を貧困から脱却させ、よりよい生活をもたらすものであ









史の中で MF がどのように登場したのかを振り返り、また、先行研究で MF がどう評価さ
れているか確認することで、なぜ MF が貧困削減と女性のエンパワーメントに有効である
かを紹介する。続く第２節では MF のメカニズムを述べることで、MF がどのような仕組み













いて確認し、続く第２節では対象 MFI である AMK と調査対象者の概要を述べる。続く第
３節と第４節では、インタビュー結果を用いて AMK から借り入れを行っている女性メンバ
ー世帯の経済状況と女性のエンパワーメント効果について確認する。 
次の第４章では、MF を取り巻く新しい状況を明らかにするために、第１節で MF の商業
化と批判について紹介し、続く第２節で通信機器を利用した MF の動きを、最後の第３節
では先進国における MF の展開について紹介する。 
最後の第５章では、前の３章を踏まえ MF から見る、今後の貧困削減政策のあり方につ
いて、そして女性のエンパワーメント計画についてそれぞれ提言を行う。そのため、第１





























スによって、貧しいバングラデシュで MC は誕生した。そして今、MC は役割を多様化さ
せ、貧困層に包括的な金融サービスを提供するマイクロファイナンス（Microfinance：以
下 MF）と呼ばれるようになった。この章では、MF そのものについて考察を深めることが
目的である。そのため第 1 節では開発政策の歴史の中で MF がどのように登場したのかを
振り返り、また、先行研究で MF がどう評価されているか確認することで、なぜ MF が貧
困削減と女性のエンパワーメントに有効であるかを紹介する。続く第 2 節では MF のメカ














                                                   
1  シューマッハー（1986）、256-257 頁。 

















ヒューマンニーズアプローチ（Basic Human Needs：以下 BHN アプローチ）である。こ
れは、トリクルダウンによる開発の余波が全体に行き渡らなかったという反省から生まれた。
























                                                   
4 大平（2008）、39 頁。 






































                                                   
6 ブラウン（1993）は、1983 年以降途上国の返済額は先進国からの新規援助を上回っていると述べる。36 頁。 
7 大平（2008）は BHN アプローチと人間開発アプローチの違いについて、前者は開発の手段として人間をとらえ、後
者は開発の目的として人間をとらえていると述べる。47 頁。 
8 人間開発指数（Human Development Index: HDI）は、選択肢の幅広さを表すための一人当たり所得、教育水準を表
すための「成人識字率」と「総就学率」、健康状態を表すための「出生時平均余命」で構成されている。0 から 1 の間
で指標化されており、0.8 以上を人間開発高位国、0.5 以上 0.8 未満の国を人間開発中位国、0.5 未満の国を人間開発低






































                                                   
9 Bottom of the Pyramid の略。 
10 プラハラード（2005）27 頁。 
11 次章に述べる。 
12 社会起業の開発に関する具体的な例については、第 3 章で述べる。 












































                                                   



























Khandker（2003）は、GB、BRAC、BRDB-RD12 の各 MFIs メンバー1769 名のデータ
から、MC 機関加盟によって特に食料品以外に対する消費が増加したことも明らかにしてい












                                                   




































最初に GB の女性に関する研究を行ったのは Latif（1994）で、クレジット参加者の避妊
実行要因を GB や他２つのクレジット機関（BRAC20、BRDB-RD1221）の間で比較してい
                                                   















Schuler and Hashemi（1994）は、二段階クラスターデザインを用いて GB と BRAC メ
ンバーを無作為抽出により選出し、さらに GB も BRAC も存在しない村に住む成人女性を
比較グループとした。また、その後の補足調査で二つ目の比較グループとして GB のある
村に住んではいるがメンバーでない女性を選び出している。二つの調査を合わせて対象と
なったのは GB・BRAC メンバー、GB のある村の非メンバー、MFIs のない村の 50 歳未満
既婚女性 1,305 名で、プログラム参加の家族計画実行に対する影響を明らかにした。そこ
では、GB や BRAC へ参加している女性や GB のある村の非メンバー女性はエンパワーメ
ント状態にあるものの、避妊実行は GB メンバーと GB のある村の非メンバー女性にのみ
限られることが明らかになった。一方、エンパワーメントの影響を加えた場合、GB メンバ
ーに対する GB 加盟の影響は見られなくなったが、GB のある村に住む非メンバー女性には
まだ影響を及ぼしていることから、直接的ではなく異なった形で GB は避妊実行に影響を
与えていると示している。 
次に挙げる研究は Schuler and Hashemi（1995）で、避妊実行における MF の影響の測









ー・構造的フォームを使用し、GB２村、BRAC２村、非 MFIs２村の計６村に住む 50 歳未
満の既婚女性 1,300 人を対象としている。分析は GB メンバー、BRAC メンバー、GB のあ
る村に住む女性、MFIs の無い村に住む女性を比較している。その結果、後述するエンパワ




                                                                                                                                                     
けでなく自らの大学やインフォーマル初等教育、保健衛生活動なども行っている。 






















家族計画に関する最後の研究は Schuler et al.（1997）で、クレジットプログラムと女性
のエンパワーメントと避妊実行の関連を明らかにすることが目的とされている。そのため、















Haraguchi(2000)は、GB の女性が 92 年と 97 年の地方議会選挙において多数立候補し、
そのおよそ 4 分の 1 が当選したことを明らかにした。GB 自体は特定の候補を擁立するなど
の政治的行動は起こさないが24、地方議会選挙における投票行動の促進を始め、メンバーの
組織化においてもリーダーの選出と投票を積極的に行っている。ここからHaraguchi(2000)
                                                   
23 婚姻の際に花嫁が婚家に持参するお金のこと。 

























識と行動を明らかにし、女性たちが受けた影響を考察している。まず GB の 1983 年から
2000 年の年次報告書を用いて、女性はグループ基金を生活の質向上に、男性は所得向上に















                                                   









































                                                   
27 この事例は、筆者が 2005 年に行った調査を基に作成した。使用された所得などのデータは全て、調査結果の平均値
である。 





 多くの MF 機関（Microfinance Institutions：以下 MFIs）と同様、GB は特徴的な融資
システムを用いてきた。まず、マイクロの名が示すとおり、融資される額は小さなものか




















る場合、最終的な返済額は利子率を含めて 1,100 であり、そのうち 100 タカ分が利子率と
なる。これは、元本を固定として産出される flat rate の 10％に等しい。バングラデシュ政





MFIs 数は 3589 件で、メンバー数の総計は約 1 億 9,000 万人に上る30。MC と一言で言っ
てもそのシステムは様々で、また GB 以前から MC と呼ばれていた伝統的な金融制度も存
在する。Grameen Bank（2011b）はこれを、「伝統的でインフォーマルな MC」、「伝統的
なインフォーマルグループによる MC」、「特定の生産目的のための MC」、「農村銀行」、「共
同 MC」、「消費者向け MC」、「銀行と NGO が協力して行う MC」、「グラミン型 MC」、「他
の NGO 型 MC」、「非 NGO による無担保 MC」の 10 形態に分類した。例えばコミュニテ
ィ内で積み立て合ってそれを順番に融通し合う日本の講（頼母子講）は「伝統的なインフ
                                                   
29 タカはバングラデシュの通貨。2013 年７月現在 1 ドル 77.7 タカ（Excange rate org ウェブサイトより）。 



















11．機関としては NGO が多いが、政府、政府系銀行、民間の銀行のこともある33。 











  タイの BAAC40、インドネシアの BKK41など 
                                                   
31 このような貸付システムを回転式貯蓄信用講（Rotate Saving and Credit Associations : ROSCAs ）と呼ぶ。 
32 松井（2006）、157 頁。 
33 吉田・岡本（2003）では、銀行等が外部の NGO と協力して MF を提供しているケースもあるとしている。 
34 2011 年 10 月現在、Grameen Bank（2011a）によれば GB メンバーの 97％は女性である。 
35 菅（2008）31-32 頁。 
36 バングラデシュ農村開発公社(Bangladesh Rural Avancement Committee)の略。GB と同様に貧困層に対して MC
による貸付を行っている。 
37 The Bangladesh Rural Development Board の略。政府系の銀行で、RD12 という MC の活動を行っている。 
38 1961 年に誕生した NGO で、1973 年から MF を行っている。 
39 農村総合開発プログラム（Integrated Rural Development Programme）のこと。1978 年に本格的に開始した農村
貧困層を対象とする地域開発計画で、３億から４億の人々に融資を行ってきたが、現在では女性を対象としたグループ
ファイナンスが主流になっている。 




 ボリビアのソリダリオ銀行（Bancosol）42、インドネシアの PHBK43など 
4．女性の経済的自立や地位向上の促進など女性のエンパワーメントを目的としたもの 



























                                                                                                                                                     
向上のため 1966 年に作られた銀行で、現在 591 の支店と 371 の副支店を抱えている。 
41 The Badan Kredit Kecamatan Programme の略。浜田（2005）によれば、BKK は地方政府が関与するセミフォー
マルな MFIS である。 
42 ACCION International によって 1984 に設立された銀行。2007 年の報告書によれば、それまで 38 万人が融資を受
けている。 
43 Program Hubungan Band dan Kelompok Swadaya Masyarakat の略。零細企業の組合的グループと銀行の仲介を
行うために、1987 年に設立された。 
44 Self Employed Women‟s Association の略。1972 年に誕生し、女性の正規雇用促進を目標としている。 
45 勤労女性フォーラム（Working Women‟s Forum）の略で、未組織女性労働者の無担保融資を行っている金融機関。 
46 世界女性銀行（World Women‟s Bank）の略で、女性事業家支援のために 1979 年に設立された。 








































































 融資と返済のシステムによって、貧困削減を達成させることが GB の目的である。人々
が自らで厳しい状況を脱出していく、その過程の手助けに GB は融資を選び、この新しい
貧困削減方法は瞬く間に世界中に伝播した。リード（2011、３頁）によれば、2009 年末マ
イクロクレジット・サミットに報告された全世界の MFIs は 3,589 で、1 億 9,013 万 5,080






 バングラデシュからスタートした MF は、今や全世界に広がりを見せつつある。表 1－3















EU 1 0.1  
（出所）World Bank ウェブサイトより作成 
 
 また、表 1－3－2 は成人千人当たり MFI 口座数を示す。表 1－3－1 と同様データが把握
されている国は尐ないが、中单米とアジアにおける口座数は、他の地域の２倍に当たる。
表 1－3－1 と合わせて考えると、中单米における MF 活動の活発さがうかがえる。さらに、
最も支店数の多かった東欧で口座数が比較的尐ないことから、各 MFIs における規模が小さ
いこと、またアジアはそれとは逆に大規模 MFIs の活動がある可能性を指摘できる。 
 
 
表 1－3－2：成人千人当たり MFI 口座数 
地域 国数 成人 1 千人当たり MFI 口座数 
アフリカ 11 20.4 
アジア 2 41.8 
東欧 3 23.5 
中南米 4 43.6 
（出所）World Bank ウェブサイトより作成 
 
 表 1－3－3 は、2011 年に行われたマイクロクレジット・サミットに報告された MFIs の
現状を示したものである。この表によれば、報告された MFIs の数は全世界に 3,589 で、総
顧客数は約 1 億 9,013 万 5,080 名に上る。すなわち、一つの MFIs につき平均約 5 万 2,977
名が顧客として登録されていることになる。既に述べたように、MF の特徴が貧しい国々で
の展開にあるとすれば、2009 年の人間開発低位国と人間開発中位国における人口およそ 43
億 1,469 万 3,400 人のうち、およそ 4.4％をカバーしていることがわかる。また同様に農村
での活動を主とすることから、2009 年の農村人口 33 億 1,442 万 2,342 人のうち、5.7％が
MF の顧客であることが分かる。さらに、女性顧客数が 1 億 4,011 万 7,727 名で、総顧客数
に占めるその割合は全体の約 73.7％、最貧困層に限定するとその割合は 81.7％に増加する。
またこれは、人間開発低中位国女性人口の 43 億 1,469 万 3,400 人のうち、6.1％が MF の













総最貧女性数＇人（ 104,694,115  
（出所）リード（2011）より作成 
 
 また、表 1－3－4 はマイクロクレジット・サミットに報告された、過去 12 年間の MFIs
の変化を示したものである。MFI 数、顧客数、最貧層の顧客数共に年々増加を続けており、
その増加率は MFI 数でおよそ５倍、顧客数で約 10倍、最貧困層の顧客数で約 16 倍に上る。




表 1－3－4：過去 12 年間の変化① 
年 MFI数 顧客数(人（ 最貧層の顧客数＇人（
1997 618 13,478,797 7,600,000
1998 925 20,938,899 12,221,918
1999 1,065 23,555,689 13,770,872
2000 1,567 30,681,107 19,327,451
2001 2,186 54,932,235 26,878,332
2002 2,572 67,606,080 41,594,778
2003 2,931 80,868,343 54,785,433
2004 3,164 92,270,289 66,614,871
2005 3,133 113,261,390 81,949,036
2006 3,316 133,030,913 92,922,574
2007 3,552 154,825,825 106,584,679
2009 3,589 190,135,080 128,220,051  
（出所）リード（2011）より作成 
 
表 1－3－5 は、表 1－3－4 をさらに詳しくしたものである。一つの MFI 当たり顧客数も









表 1－3－5：過去 12 年間の変化② 
年 MFI当たり顧客数＇人（ MFI当たり最貧層数＇人（ 最貧層の割合＇％（
1997 21,810 12,298 56.4
1998 22,637 13,213 58.4
1999 22,118 12,930 58.5
2000 19,580 12,334 63.0
2001 25,129 12,296 48.9
2002 26,285 16,172 61.5
2003 27,591 18,692 67.7
2004 29,163 21,054 72.2
2005 36,151 26,157 72.4
2006 40,118 28,022 69.9
2007 43,588 30,007 68.8










































年金 8  
（出所）Microfinance Gateway より作成 
 
 表 1－3－6 は、Microfinance Gateway に登録された、貸付以外で各種関連業務を行う







によるモバイルバンキングに続いて、近年の MF のトレンドでもある。 
  
表 1－3－7：マイクロ保険の内約（卖位：名） 
地域 生命 健康 事故＆障害 資産
アメリカ 7,545,057 445,876 105,000 600
アフリカ 2,036,141 3,053,778 1,603,000 1,600,000
アジア 54,158,332 31,697,038 39,180,508 34,557,434
総計 63,739,530 35,196,692 40,888,508 36,158,034  
（出所）Roth et al(2007) p.25 より抜粋 
  





















いる。さらに、国際的な NGO、地域的な NGO の活動も盛んであることがわかる。これら
３つは実際に現地で融資や各種金融サービスを提供している組織を指す。国際的な NGO は








表 1－3－8：MF 関連団体の種類（2013 年 6 月現在） 
種類 東アジアと環太平洋 ヨーロッパと中央アジア ラテンアメリカとカリブ諸国 中東と北アフリカ 北アメリカ サハラ以南アフリカ 南アジア 合計
Academic 5 25 7 7 22 15 13 94
Bank(Commercial) 8 9 9 3 2 10 8 49
Bank(State) 3 1 0 0 0 2 3 9
Bilateral/Multilateral Donar 16 32 16 17 17 22 17 137
Credit Bureau 0 0 5 1 2 6 2 16
Credit Union/Financial Cooperative 4 3 1 1 17 17 11 54
Government 4 9 5 2 2 6 5 33
Grantmaker/Private Foundation 16 16 16 12 12 27 26 125
Investor 22 34 38 18 16 38 32 198
Microfinance Institution 36 32 51 26 29 87 137 398
National Microfinance Committee 0 0 0 0 0 0 0 0
Network 40 51 30 26 33 58 51 289
NGO(International) 52 47 53 36 47 82 62 379
NGO(Local) 19 7 17 11 30 68 165 317
Rating Agency 5 6 10 5 3 6 8 43
Reseach Institute 17 28 16 16 28 25 35 165
Technical Service Provider/Consulting 59 72 48 50 46 84 96 455
Technology Service Provider 21 20 12 15 19 27 32 146
Training Institute 28 25 19 15 22 34 36 179
Web Resource 24 29 20 18 29 29 30 179
Other 18 32 20 14 48 35 39 206












 この章では、本論文のテーマである MF について理解を深めることが目的であった。そ















れている。この工夫が、GB を MF の成功者として導いた一つの要因であると言えるだろ
う。 
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であるムハマド・ユヌスは 2006 年にノーベル平和賞を受賞している。MF は真に人々の
貧困を削減し、女性のエンパワーメントに貢献するのか、明らかにすることが、本章の目











離独立、1971 年にパキスタンからバングラデシュとして独立し、1975 年から 1990 年の
軍事政権の後、現在では議院内閣制を採っている。2012 年現在、人口はおよそ 1 億 5,469
万人で、そのうち約 71％が農村に居住する49。主都はダッカにあり、国民のほとんど大半
がベンガル人で、公用語はベンガル語、多くがイスラム教を信仰している。2012 年時点で
総GDPは約 1,156億USドル、GDP のおよそ 54％を占めるサービス業が主である50。2012
年における一人当たり GDP は 747US ドルと低所得国に分類され、人間開発指数は 0.515
と人間開発中位国に位置づけられている51。2010 年現在、1 日 1.25 ドル以下で生活する人







                                                   
48 Grameen Bank(2011a)より。 
49 World Bank ウェブサイトより。 
50 同上。 
51 UNDP website より。 
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合計 58  
（出所）Microfinance Gateway より作成 
（注）一つの機関で複数の活動を行うため、合計は 42 より多い。 
 




トの MIX Market53によれば 2013 年 10 月段階で、バングラデシュで活動する MFIs は 81
で、総貸付額は 37 億 US ドル、総メンバー数は 1,630 万人と、人口のおよそ 9.4 名に 1
人が借り入れを行っている54。また、Microfinance Gateway ウェブサイトによれば、2013
年 10 月現在バングラデシュで活動する MF 関連組織は 42 で、そのうち最も活動が盛んな











第２節 グラミンバンクとは  
貧しい籐篭編みの女性に貸したポケットマネーが GB 設立のきっかけとなったというの
は、いまや有名な話である。1976 年パイロットプログラムが始まりであった GB は、バン
グラデシュ農村の各地で確実に会員を増やし、高い返済率を保ち続け、1983 年グラミンバ
ンク法（The Grameen Bank Ordinance）によって正式に「銀行」として認められた。 
 現在 GB は会員数 836 万名でこれまでの累積貸付額 105 億 US ドル、バングラデシュ全
土に 2565 の支店を有する巨大な組織である（Grameen Bank, 2011b）。借り手の対象は
ほとんどが女性で、その割合は 97％に上る(Grameen Bank, 2011a)。また、返済率も 97％




 融資による所得向上を目的として出発した GB であるが、その必要性から途中様々な種








                                                   
53 MFIs の情報交流サイト。 
54 この MFIs 数は MIX Market に登録された MFIs の数を示すものであるため、実際に活動している数はもっと多い
可能性が高い。 














ことも出来る。現在約 11 万名の物乞いが参加し、総貸付額は 1 億 6200 万タカ、返済額は
その 80％に上り、約 1 万 9,678 名が物乞いをやめた57。 
 
２－２－２ その他 
 GB が行っているのは、融資の提供だけではない。メンバーは全員加盟と同時に GB 株
を 1 株購入するが58、その所有に対し生命保険が自動的にかけられ、メンバー死亡の際に
は家族に 1,500 タカが支払われる。2010 年には購入額に対し 30％の配当金が配られた。
また、ローン保険としてメンバーが各自持つことの出来る貯蓄口座から残りの返済額も自
動的に引き落とされる仕組みになっている。さらに、高齢を迎えたメンバーに対しても年
金制度を設け、毎月尐額を 10 年間積み立てることによって満期には約 2 倍の金額を受け
取ることが出来るとしている。 
















活動資金は 100％メンバーの預金によって賄われている。2007 年には約 156 万ドルの利
                                                   
57 バングラデシュでは物乞いは一つの職業として認められているため、農村内でも広く受け入れられている。 
58 2011 年 8 月現在で、政府の株保有割合は 6％で残りはメンバーが保有している。 









































                                                   
60 ゾーンとは GB の使用する地域区分の呼び名のこと。最小卖位はセンターで、その上にブランチ(支店)、エリアが
あり、その上にゾーンが設けられている。Grameen Bank(2011a)によれば、ゾーン数は 36 に上る。 














ゾーン名 ガジプール タンガイル ノハカリ ナラヤンガンジ フォリドプール
産業 .. 工業 商業 工業 農業
位置 北 北西 南東 北東 南西
支店数＇軒（ 80 86 89 87 85
支店毎の平均メンバー数(名（ 3961 3272 2930 3823 3177
支店名 カリヤプール ドゥバイデルドゥアイル ムンシハットポシュラン シェケッチャール ボホルプールバリアカンディ
センター数＇件（ .. 69 69 82 57
メンバー数＇名（ .. 3565 3215 4279 3185
インタビュー数(名（ 3 12 29 28 25








































年齢では 30 代と 40 代に、融資期間では 10 年以上 15 年未満に、教育レベルでは未就学か
ら初等教育65に偏りがある。GB が正式に発足して 24 年、既に一つの支店で担えるメンバ
ーの数は限界を迎え、誰かの退会を待つ「メンバー予備軍」が発生していることを考慮す
ると、これから女性が新規に加盟する機会は非常に限られており、結果、年齢も融資期間




64 なお、ガジプールでのインタビューはパイロット調査であったため、本稿ではここでの 3 名について分析では用い
ない。 














10代 1名 5年未満 13名 未就学 38名
20代 10名 6年以上10年未満 9名 初等教育(5学年まで・義務教育) 31名
30代 37名 10年以上15年未満 39名 中等教育(10学年まで) 22名
40代 34名 15年以上20年未満 23名 上級中等教育(12学年まで) 2名
50代 10名 20年以上 9名 学士 1名


















































所得変動に関しては、72 世帯で一世帯当たりの所得が上昇し、減尐したのは僅か 22 世
帯であった。また、一人当たり所得が GB 加盟後に上昇した世帯は 94 世帯中 54 世帯で、













総合貧困ライン＇upper（以下 44世帯＇約46.8％（10世帯＇約10.6％（ 49.8%  
（出所）インタビュー結果と UNDP ウェブサイトより作成 
 
 表２－４－２は筆者がインタビューを行った世帯とバングラデシュ全体における貧困ラ
                                                   
67 夫が死亡などをしている場合は、その時期に合わせメンバー女性と子供のみで計算した。 
68 「加盟前の所得」はパイロット調査後に付け加えられた項目であること、さらに自らの所得を把握していない女性




むバングラデシュで GB メンバー女性たちも例外ではなく、全体の 76.5％を占める 72 世
帯が加盟前に一日１ドル以下で生活していた。また、加盟後もその数はわずか 9 世帯しか
減尐しておらず、この値は 2005 年バングラデシュ全体の 36％をはるかに上回っている。
しかし、バングラデシュ自身の定める Cost Basic Needs 法による貧困ライン（upper）70未


























                                                   
69 加盟前の為替レートについてはそれぞれの加盟年度に忚じた値を用い、加盟後は 2005 年で統一した。 
70 バングラデシュの定める貧困ライン。生存に必要なカロリー摂取量を購入するのに必要な分に加え、生活必需品の
価格を上乗せして計算された毎月当たりの所得額。upper poverty line(以下 upper)と lower poverty line があり、
upper 以下が絶対的貧困であるとされている。1995 年から 5 年ごとに計算されているが、幅広いデータが手に入らな
かったためここでは加盟前、加盟後とも 1995 年度で代用した。14 の地方ごとにライン額が設定されており、ここで
は絶対的貧困を表すupperを使用した。額はそれぞれ以下のとおり。これに更にGDPデフレーターを用いて物価の影
響を調節している。詳しい算出方法は World bank (1998)に記載。 
タンガイル ノハカリ ナラヤンガンジ フォリドプール 
604 タカ 638 タカ 661 タカ 582 タカ 































































































































































































また、この MF の貢献は GB にのみ特別なことなのではないだろうか。GB の MC は卖
一システムでの提供であるが、そこに変化を持たせることで、効果に違いは出るのだろう
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アの MF 機関 AMK で行った調査を基に、これらの問いへの回答を試みる。そのため、第
1 節ではカンボジアの MF の状況について確認し、続く第 2 節では対象 MFI である AMK








ハモニ国王の下立憲君主制を敷いている。人口は 2011 年に約 1430 万人74で、2010 年時
点ではその 77％が農村に居住していた。首都はプノンペンにあり、国民のほとんどがクメ
ール人で、公用語はクメール語、多くが仏教を信仰する。総 GDP は 2011 年に 128 億ド
ル、GDP のおよそ 36%を占める農業と 41％を占めるサービス業が中心であるが、縫製業
の成長も期待されている。一人あたり GDP は 2005 年時点で 2,371 ドルと低所得国に分類
され、人間開発指数は 2011 年に 0.523 と中位国に位置づけられている75。2008 年のデー













                                                   
74 World Bank ウェブサイトより。 







 雤森（2010）によれば、カンボジアにおける MF の取り組みは国連カンボジア暫定統治
機構(United Nations Transit Authority of Cambodia: UNTAC)の活動前後である 1990 年
代に遡る。その始まりは海外 NGO によるもので、紛争終結とともにカンボジアで活動を
開始した MF は、2007 年 9 月には主要 12MFIs だけでも約 73 万人の借り手を抱えるよう
になった76。当時の人口が約 1,367 万人であったことを考えると、国民の約 5.3％が MF
を利用していたことがわかる77。また、2013 年 10 月 14 日現在、Microfinance Gateway78
に登録済みのカンボジアで活動を行っている MFIs は、国内海外を含め 23 機関に上る。
表 3－1－1 にその内約を示した。この表からは、カンボジアで実際に活動する NGO や







                                                   
76 MIX, 2007, p5. 
77 World Databank より。 














Technical Service Provider/Consulting 6
Training Institute 2
Other 1
合計 28  






（注）All MFIs：全ての MFIs 
SME：中小企業（Small and Medium Enterprise）向け貸付 
Micro：マイクロファイナンス向け貸付 
 
 MIX(2007)によれば、カンボジアの MF 部門は明らかに二つの方向に分岐し始めている。
一方は尐額の貸し付けを行うマイクロローンで、もう一方は中小企業向けと尐額貸し付け
を混合した金融商品と、融資の対象と額の違いが特徴である。図３－１－２が示すように




ンボジア経済財務省を通して、国内における MF の活動を規制、監視している。2000 年
の大臣令では、カンボジア中央銀行への登録のみで活動可能な小規模 MFIs と、中央銀行
からのライセンスを必要とする大規模 MFIs の二つに分けた79。加えて 2007 年の大臣令で
は、中央銀行からの許可があれば MFIs が預金業務を行うことも可能にしている80。他に
も、経済財務省は政策立案と資金調達市場の整備を主として行う81。雤森（2010）によれ
























 AMK は、もともとカンボジアで活動していた Concern Worldwide という援助団体の貯
蓄信用部門から派生したものである。1997年から 1999年にかけて分離したAMKは、2001
年に MFIs として正式に認められ84、2012 年４月にはカンボジア全土で 9,300 の村に 27
万 6,383 名の借り手を抱える大手 MFIs になった85。AMK の活動目的は MF の提供を通
じて貧困層の生活を改善することで、後述するグループローンでは担保を必要としない。
保有する総資産 8,412 万 2,936 ドルのうち、約 64％にあたる 5,414 万 7,887 ドルが外部か
                                                   
79 National Bank of Cambodia 2002. 
80 National Bank of Cambodia. 2007. 
81 LIP リサーチチーム、2009。 
82 Royal Government of Cambodia. 2010. 






20％を占める88。現在、メンバーの約 88％が女性で、総貸付額は 5,235 万ドル、1,083 名
の雇用者を抱えている。AMK がシェムリアップで活動を始めたのは 2005 年から 2007 年













                                                   
86 開発銀行としての役割を果たしている政府系金融機関。 













間は 12 ヶ月を一つのサイクルとし、最初のサイクルで最大 80 万リエル90、二回目のサイ
























計 133 100.0  
（出所）インタビュー結果より作成 






                                                   
















が 2005 年であること考えると、いわゆる古参のメンバーが多いと考えられる。 
 
表３－２－３：貸付タイプ 
貸付タイプ 人数＇名（ 割合(%) 平均借入額＇リエル（
EOT 45 33.6 360,784
Installment 63 47.0 634,329
Credit line 26 19.4 498,437






入を行っている可能性があるにも関わらず、Credit Line ではなく Installment 利用者が
多い。ローンを利用して定期的な収入を得るようになった、もしくは借り入れを受ける前
から定期的な所得を得ていた世帯が多いことが考えられる。また平均借入額を見ると、




貸付タイプ 事業＇名（ 私的＇名（ 計＇名（
EOT 30 2 32
Installment 54 14 68
Credit Line 14 4 18









EOT では漁具購入が最も多く、Installment では豚や肥料の購入・野菜の仕入れ、Credit 












第３節 AMK の貧困削減効果 























Credit line 7 26.9






























Credit line 5 19.2




Credit line 5 19.2
計 53 39.6  
（出所）インタビュー結果より作成          （出所）インタビュー結果より作成 
 




Credit line 3 11.5




Credit line 3 11.5
計 31 23.1  
















Credit line 9 34.6




Credit line 14 53.8
計 84 62.7  
































Credit line 20 76.9










Credit line 2 7.7

















































Installment で、このコースを利用して借り入れを行っている 63 名のうち 53 名が尺度１














Credit line 17 65.4




Credit line 1 3.8
計 3 2.2  



















回答の内約を見ると、尺度１では Installment と Credit Line から１人づつ（表３－４
－５）、尺度 2 には Installment で１人、 CreditLine から２人の回答があった（表３－４











Credit line 1 3.8




Credit line 2 7.7







Credit line 4 15.4



























Credit line 2 3.2





けで世帯内における女性の力の強さを示す。この表からは、全体の 75.4％に上る 101 名が
最終的な決定権は自分にあると答えたことが分かる。その数は Installment が最も多いも







Credit line 24 92.3


















Credit line 24 92.3















Credit line 24 92.3























尺度１ 尺度２ 尺度１ 尺度２ 尺度４ 新しい関係 最終決定 余ったお金の使い道 家計管理の主体
EOT
Installment ○ ○ ○
















あるか、を明らかにすることが目的であった。そのため、第 1 節ではカンボジアの MF が、
政府の管理の下で盛んに運用され、またそれが貧困層と中小企業向けローンの二つに分化










や資産の購入、家族以外の者の雇用において EOT が目立った。EOT はそもそも季節労働
者を対象としているため、それら世帯の所得は不安定であることは容易に想像可能である。
EOT世帯はAMKからの借り入れによって最も生活に近い部分で影響を如実に受けている





システムは Credit Line で、融資の借り入れ、運営、返済のサイクルを一度経験すること
で、世帯内で確固とした立場を女性たちが築いていることは想像に難くない。世帯内での
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入がある。ソーシャルビジネスであるはずの MF の商業化は、GB の体現してきた社会的
な意義を弱めさせ、高利貸しへと転身させる可能性がある。その一方で、MF は卖に貧困
層への貸付だけでなく、手段やその対象をも新しくしつつある。この章ではそれらを明ら
かにするために、第 1 節で MF の商業化と批判について紹介し、続く第 2 節で通信機器を





















 しかし、そんな政策決定者の戸惑いを飛び越えて、今や MF は通常の金融と同じような
変化を遂げている。ベンチャーキャピタル92の流入や証券化などが進展し、年々その市場
は膨らみ続けてきた。例えば、2008 年 5 月から 6 月間に、インドに投資されたベンチャ
ーキャピタルとプライベートエクイティ93の総額は 6800 万ドルに上り94、2010 年 1 月に












にし、中小 MFIs の新規参入を促進するかもしれない。しかし Murdoch(2010)が指摘する
ように、加熱する MF ビジネスは、2008 年の金融危機と同様の事態を引き起こす恐れが





























また Dichter(2010a, p29)は、MF の借入金が投資ではなく消費支出に使われていると批
判する。すなわち、事業拡大のための資材や設備の購入ではなく、ぜいたく品の購入や冠
婚葬祭時の支出の賄である。現状として、MFIs は事業投資を目的にした MC ではなく、
保険や貯蓄、消費のための MC を提供しているにすぎない。「マイクロファイナンスとい






（Bateman, 2010a,  p30）」とベイトマンは述べる。 
 
図 4－1－1：GB メンバーの借入金の使用方法 
 



















                                                   
97 GB ホームページでは上位 25 位まで紹介されているが、ここでは簡略化のため 14 位までの紹介に留めた。それに





























 そもそも MF とは、本当に貧困層に必要とされるサービスなのだろうか。「さらに重要
なことに、貧困層に経済的な支援で何を必要としているかを尋ねると、必ずマイクロファ
イナンス以外の何かだと答える(Bateman 2010a, p37)」。確かに多くの国で MF は広く普
及しているが、そのデザインが真に貧困層のニーズに合致していると言い切ることはでき
ない。例えば利子率の高さである。MF は、すでに述べたように自らの作業コストをまか








                                                   















資を始めれば、MF はその座を奪われてしまうだろう。貧困層にとって MF が必要である
という思い込みは、MF を提供する側が持つものであり、貧困層は与えられたものを手に
しているに過ぎないと、Bateman(2010a, p39)は述べる。 
 さらに Bateman（2008）は、セルビアやボスニアの例を用いて、MF は零細産業を強
烈に後押しするが、それが経済発展に貢献することはないと述べる。例えば、セルビアで
は 2001 年から海外資本による商業銀行の参入が始まったが、既に GDP の 12％に値する






























 2010 年 10 月、インドのアンドラプラデシュ州で、MF 利用者 123 名による嫌がらせの








び上がる102。アンドラプラデシュ州は債権者保護のため 2010 年 10 月より過剰な取り立て
を禁じたが、その後も混乱は続き、2011 年 12 月には債務不履行間近の借り手たちが 1,000
万人に達するとの報告も行われている(Sukumar, 2011)。インド全体の MF 規模から考え
て、この自殺者件数は問題のごく一端を表したに過ぎないといえるだろう。事件発覚以降、




行った、新規株式公開(Initial Public Offering：以下 IPO)103である。当時 61 万の借り手
を抱えていたコンパルタモス銀行は、発行済み株式の約 30％を 4 億 7,000 万ドルで売却し
た。杉山（2009）は、これらのほとんどがコンパルタモスの事業拡大ではなく、株主の個
人的利益になったと述べる。また新株主のうち 82％が外国資本によるもので、うち 58％
がヘッジファンドであったことも明らかにした。この IPO は、年率 100%超というコンパ
ルタモスが非常に高い利子率を科していたことから大きな話題を呼んだが、その後も








                                                   
99 Lee(2010) 
100 1 ドル 53 ルピーで計算。 
101 Franke, Kläntschi, Meibauer and Talmo(2011), p11. 


















行う Kiva である。2005 年に誕生したこのアメリカの融資機関は、世界中から融資を集め
それを現地の NGO や MFIs を通じて途上国の貧困層へ投資する。これまで 16 万 375 名
に 1 億 1478 万 8660 ドルの融資が行われ、8 万 8264 名が完済した104。現在 134 の現地機
関と提携を結んでおり、その活動範囲は 55 ヶ国に亘る105。 
 例えばカンボジアの MFIs、CREDIT106の場合、シェムリアップ支店の会員 1400 名中




 Kiva との提携は、現地のクレジット機関に大きな利益をもたらす。例えば、Kiva は融
資に対して利子を設けておらず、その割合は現地機関が自由に設定することができる。前
述の CREDIT では通常の個人ローンに対し 2～2.5％の利子率を設けており、その分はそ
のまま CREDIT にすることができる。加えて、1,000 ドルの融資に対して 5 ドルのインセ
ンティブが Kiva から支払われる。すなわち、Kiva を介した融資を受けることで、現地機




 こうしたインターネットを介した MF の発展は、開発援助に様々な変化もたらす。大き
な利点の一つは言うまでもなく、人々の善意と貧困層の人々の間の距離を縮小したことで
あるが、それは援助側の感覚によるものが大きい。形態自体は従来の援助システムと大差
はないが、Kiva を介した MF では、個人が自らで投資先を選択することで援助対象が可
視化され、人々に強い当事者意識を植え付けるができる。加えて、投資の容易さによって
「援助」が特別な行為ではなくなり、多くの人々を開発問題に巻き込むことが可能になる
                                                   
104 2010 年１月時点。Kiva ホームページより。 
105 2010 年 1 月時点。提携機関数は同上。活動国数は Kivalytics より。 
106 カンボジアの MFIs。2007 年から Kiva と提携を結んでいる。 












ングである。これは Pickens et al.（2009）によれば「支店なし銀行（Branchless Banking）」
とも呼ばれ108、現在アフリカを中心とした 31 ヶ国で 52 のモバイルバンキングが運営され
ている109。Torres(2009)によれば、その規模は 2012 年に 2020 億円に達し、3 億 6400 万
人の低所得者の利用が見込まれている。 
現在、モバイルバンキングの最も成功した例として挙げられるのがケニアの Safaricom
によって運営される M-PESA で、2007 年に開始された。Joseph（2009）によれば、2009
年３月 31 日時点で 620 万人の口座を持たない人々にサービスが普及し、その数は一日
11,000 人のペースで増加し続けている110。これまで 17 億ドルが取引され111、M-PESA の
抱えるスタッフは 15,300 名に上った112。現在 M-PESA が提供しているサービスは「預け
入れ」、「送金」、「引き出し」、「プリペイド通話時間の購入」、「各種支払い」、「口座の管理」
の６つで、そのいずれも M-PESA 代理店への訪問と携帯電話、M-PESA への事前の登録、
暗証番号を必要とするのみである113。2009 年４月時点で 11,000 の支店が国内に広まって
おり、人々に身近な金融サービスを提供している。The Economist(2009)によれば、一件
のあたりの平均取引額は 20 ドルと尐額であることから、携帯電話を介した MF であると
言えるだろう。 
Morawczynski and Pickens (2009)によれば、M-PESA を利用することによって５つの
変化が農村利用者に起こっている114。１つ目は出稼ぎ先から自宅への送金が頻繁かつ尐額







界でも海外送金が GDP の 10％以上を占める国は 18 カ国あり115、これらの国における安
                                                   
108 The Economist(2009)によれば、ここでいうモバイルバンキングと通常先進国で用いられているモバイルバンキン
グとでは法律などの点で厳密に同じものではない。 
109 GSM World(2010)より筆者算出。加えて、モバイルバンキング進出を予定している国は 71 カ国に上る。 
110 Joseph (2009) p7. 
111 ibid. p8. 
112 ibid. p9. 
113 MMX-Safaricom Limited ウェブサイトより 













えば、ケニアで同じくモバイルバンキングサービスを提供する Zain 社は、2010 年 1 月 19
日に同国の住宅金融銀行（Housing Finance Bank）との提携を発表した118。これにより




















の MF 借り手数は約 345 万人に上る120。また管（2008b）は、1990 年以降欧米諸国にお
いて貧困層・低所得者に金融サービスを提供する試みが行われるようになったと述べた。 
 




117 ただし M-PESA の場合、送金の最高額を 35,000 ケニアシリング＝462 ドルに設定しているため、この例ではない
（1 ドル＝75.65 ケニアシリングで算出）。 








総数 国際NGO ローカルNGO 行政 MFI 商業銀行 ネットワーク ウェブリソース コンサルティング Grantmaker・民間基金 ドナー 投資 融資組合・金融協会 技術提供 学術機関 調査機関 訓練機関 その他
アイルランド 1 1
アメリカ 101 9 10 11 1 2 5 8 1 5 12 8 12 7 5 26
イギリス 24 3 1 2 1 1 4 1 1 2 1 5 2 3 2 2
イタリア 8 1 3 3 1 1 2 2
オーストラリア 8 1 1 1 5 5
オランダ 11 1 2 1 2 1 1 3 2 1 1 1
カナダ 7 1 1 3 1 2
スイス 2 1 1 1 1
スウェーデン 1 1
スペイン 1 1 1
デンマーク 2 1 1 1
ドイツ 16 1 1 1 9 1 10 2 1 1
日本 1 1
ニュージーランド 1 1
フィンランド 1 1 1
フランス 5 1 1 1 2 1
ベルギー 3 3 1
ポルトガル 2 1 1 1
計 195 15 10 1 15 1 10 10 38 5 2 11 13 42 22 14 12 37  
 
 
表 4－3－1 は、OECD 各国における MFIs の数を示す121。UNDP(2008)によれば OECD




















                                                   
121 これらはMicrofinance Gatewayに登録されたMFIの数であるため、実際にはこれ以上の数の機関があることも考
えられる。 
122 ユヌス（1998）247 頁。 
123 Tasovac (2010). 
124 例えば Webcat Plus で日本に関する出版物を検索するとその数は外国語のものを含めて 16 件しか検出されない
（2009 年 9 月 30 日時点）。 
表 4－3－1：OECD 諸国のマイクロファイナンス機関 








































                                                   
125 中川（2009）は、1970 年代の国民生活白書がこれらの 4 つを社会変動に適忚しにくい世帯であるとしたことから、
貧困が低所得だけでなく変動への対忚の可能性も含むことを指摘した。 
126 本田（2004）。 
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ュの GB を、第３章ではカンボジアの AMK を例に挙げ、その効果を確認してきた。また、





























は、GB と AMK の特徴を示したものである。基本的な貸し付けシステムに関しては、双
方ともに類似している。既に述べたように、AMK を事例として選んだ理由はその融資形






































支援とも呼べるようなアプローチを追加的に行う MFIs は尐なくない。既に紹介した GB






















































さらに、MF によって産業構造が育たない、政府が MF にまかせきりになって本来ある
べきところに支援が行われない、という批判を本来負うべきは、MFIs ではなく MF に目
を眩まされた政府であり国際ドナー機関である。MF の貧困削減効果は容易に否定される
ものではないが、大規模な貧困削減は MF に担わせるべきものではない。それはあくまで








































という位置付けで賄われるべきものである。事実、GB も Micro-enterprise Loan という
枠組みで貸し付けも行っており、これまで行われた 359 万 923 件の融資で運搬トラックや
灌漑ポンプ、トラクターなどの購入が行われたとしている129。今後こうした規模の貸し付
けを増やすことで、多様な市場へのアクセスが可能になるのではないかと考えられる。 
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尺度１ 3 71 12
尺度２ 13 0 63
尺度３ 4 0 80
尺度４ 20 0 45
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のような章立てで MF の効果と今度の展望について述べてきた。 






























アの AMK という MFIs を例にとった。まず第 1 節では、カンボジアの MF が、政府の管
理下で活動し、またそれが貧困層と中小企業向けローンの二つに分化していることを明ら












































手放しに賞賛される存在であった MF に投げかけられた批判は、MF を、開発の万能薬と
してではなく、一つの開発政策として人々に認識させるに至ったと言っても過言ではない 











の MFIs による中小企業向け貸付について着目することで、MF がより貧困削減に貢献し
うるためのあるべき姿が明らかになるのではないだろうか。 
